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北北白白石石ままちちネネッットト  
                      平成２６年３月３１日発行 

編集企画 北白石まちネット広報ﾜｰｷﾝｸﾞ(北白石まちづくりセンター内 ℡874-0293)  

北白石地区安全・安心のまちづくりネットワーク会議 広報誌 

避避避難難難所所所宿宿宿泊泊泊防防防災災災学学学習習習ををを実実実施施施しししままましししたたた！！！！！！   
 札幌市立北白石小学校 校長 平岡弘之（PTAおやじの会顧問） 

-第７号- 
「子どもたちに思い出に残る体験をさせたい」「大きな災害時には学校が避難所になるのだか

ら、親としても事前に一度体験しておきたい」という願いが、おやじの会の話し合いで出された

ことがきっかけでした。 

８月３日(土)・４日(日)におやじの会が主催した「緊急避難所宿泊体験」には１０５名が参加し、

「煙道訓練・ＡＥＤ・心肺蘇生・１１９番通報（白石消防署）」「消火器訓練、土のう積み体験（北

土建設）」「子どもの防災学習 子ども編・大人編（安田睦子講師）」「夜間停電時の校内巡り（お

やじの会）」等の防災学習を行い、就寝前には大人全員で「座談会」も開きました。区のご支援で、

毛布や寝袋、ペットボトルの水と夕食のアルファ化米、朝食のクラッカーを用意していただき、

支援業者からも寄贈をいただきました。 

実施にあたって、北白石地区安全・安心のまちづくりネットワーク会議の全面的なご支援と、

日本赤十字奉仕団北白石分団、北白石消防団、北白石地区青少年育成委員会、そして、北白石ま

ちづくりセンターの山田所長を始め、各町内会のたくさんの皆様の支えをいただきました。今回

の企画を通して、災害に備えた貴重な体験ができたことだけではなく、何よりも地域の皆さまと、

子どもと保護者の方々が一堂に集まることで、「顔がつながる」ということが実現できました。こ

のような取組を積み重ねていくことで、住みやすい安全・安心なまちづくりにつながっていくも

のと信じています。 

PTAおやじの会が呼びかけ、地域の皆様と学校の教職員とが一緒になって、子どもたちのため

の「願い」を実現できたことは、私どもにとってとても大きな財産になりました。心からお礼を

申し上げます。どうもありがとうございました。  

札幌市赤十字奉仕団北白石分団のみなさんもお手伝いに来てくださいました。  今回の防災学習では参加者全員が体育館で１泊体験をしまし
た。そこで、夕食には災害時の非常食「アルファー化米」を食べ

ることとなり、その準備に赤十字奉仕団の団員のみなさんがお手

伝いに来てくださいました。参加した子どもたちも普段とは違っ

たメニューの夕食でしたが、とても貴重な体験ができたことと思

います。赤十字奉仕団のみなさん大変ありがとうございます。 

 



をいただきました。 

また、3月 23日(日)には北白石地区セン

ターにおいて「北白石地区見守り活動研修

会」を開催しました。「地区での見守り活動

について」をテーマに講話の後、グループ討

議では、地区での見守り活動の話合いをしま

した。終わりに各テーブルでまとめた内容を

発表していただき、当日、参加された方にと

っても少しでも役立ったことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 今後、各町内会で一日も早く、見守り福祉

推進委員会が発足され、北白石地区福祉のま

ち推進センター運営委員会としても中心と

なってご協力をしますのでよろしくお願い

します。                                      

                                  

当地区に高齢者が年々増加する現状に対し

て平成 25 年 10 月、北白石まちづくりセン

ター(まちセン)会議室にて、北白石連合町内会

(連町)会長・副会長、民生委員児童委員協議会

(民児協)会長、北白石地区福祉のまち推進セン

ター運営委員会(福まち)委員長一同が集合し、

三団体で『超高齢社会にあって孤独死を出さ

ない北白石地区にしよう！』の合言葉で目的

を同じとした話し合いの結果、三団体で地域

内高齢者の見守りをすることで合意しまし

た。連町会長からは、見守りは各町内会が中

心に始めるとの発言があり、民児協、福まち

も今後、協力をしていきます。各町内会で見

守りを実施するにあたっては、様々な問題も

考えられることから、連町 4名、民児協 4名、

福まち 3 名の計 11 名のメンバーで構成され

た北白石地区高齢者見守りプロジェクトチー

ムを発足し、2月の各会議（民児協、福まち、

連町役員会）ではプロジェクト会議内容を白

石区社会福祉協議会事務局より具体的に説明 

 

私たちの身近なところでは、路上強盗等の

凶悪事件や空き巣、車上ねらいなどの窃盗事

件のほか、子どもや女性に対する声かけ事案

等が依然として多数発生しています。そこで、

平成２５年５月１７日（金）、様々な防犯手口

を体感し、安全で安心して暮らせる地域社会

づくりの推進を目的に防犯対策などについて

体験型防犯講座を実施しました。                                                 

 最初に、白石警察署生活安全課の祢津係長

より、白石管内の犯罪発生状況について説明

を            をいただき、犯 

罪の起きにくい 

社会づくりのお 

話しがあり、参 

加者のみなさん 

も熱心に耳を傾 

けていました。        

               

その後、進栄ロックサービス㈱の高橋氏よ

り、ピッキング、サムターン廻し、こじ破り

などの室内への主な侵入盗手口について説

明があり、それらに対する侵入盗防止のポイ

ントのお話しがありました。最後に参加者の

みなさんがガラス破りの体験を行い、ガラス

の種類によっても破れやすさの違いがある

ことを体感していました。 

安全で安心なまちづくりの推進は、自主防

犯意識の向上が非常に大切でかつ重要とな

ってきますが、 

地域の連携強化 

を図り、コミュ 

ニティ力を高め 

ることの必要性 

もあらためて認 

識しました。 

 

                                             

                                             

「地域の体験型防犯講座」開催 
２ 

「北白石地区高齢者見守り活動」スタート！            北白石地区福祉のまち推進センター運営委員会 委員長 森 誠二 



北白石まちネットでは、その他さまざまな活動を行っています。その一部を紹介します。 

      

『防犯横断幕 贈呈式』を行いました。 

これまで様々な場所で不審者の出没が相い

次いでいます。最近では東札幌地区において

児童誘拐事件も発生しました。子どもたちが

安全に学校へ通学し、また、安心して遊べる

ことが地域みんなの願いです。 

そこで、平成 26年 3月 24日、北白石小

学校・中学校において「防犯横断幕」と「防

犯のぼり」の贈呈を行いました。全ての児童、

生徒が安心して通学してもらえるように活用

していただければと思います。 

 

                                      
北白石まちづくりセンターでは、今年度、

災害時用として「発電機」と「簡易デジタル

無線機」が配備されました。通常は局地的災

害時に利用するものですが、災害時の利用訓

練として一定のルールのもと町内会や各種

団体の行事等にも貸し出すこととができま

す。ご利用希望の方はまちセンへご相談を！ 

 

                                   
「まちセン」ミニミニ情報！       

３ 

北白石まちネットフォトギャラリー３ 

こんにちは北白石まちづくりセンターです（4） 

北白石地区安全安心のまち防犯決起大会 
平成 25年 8月 28日、安全で安心して暮らせる住みよいまちづくりを目指し、北白石地区青色パト

ロール隊をはじめ、各種団体が連携のもと「防犯決起大会」を開催しました。当日は大会宣言の後、各
学校へ白石警察署とともにパトロールを行い小学校４年生を対象に防犯ホイッスルを贈呈しました。 

 

「発電機」と「簡易デジタル無線機」 
『しろっぴーのぼり』をつくりました！ 

北白石地区のより安全なまちづくりのため

に防犯パトロールのぼりを活用していただい

ています。平成 25 年度は白石区のマスコッ

トキャラクター「しろっぴー」を載せた防犯

のぼりを作成しま 

した。 

雪解けになりま 

したら各単位町内 

会へ配付いたしま 

すので掲示をお願 

いします。 

皆さんの地域を 

より一層明るくし 

て犯罪の無い地域 

にしてくれること 

でしょう。 

 

安全・安心のまちづくり活動  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北白石地区安全・安心のまちづくりネットワーク会議」 構成団体 

北白石連合町内会 北郷親栄町内会連絡協議会（北郷親栄第一～七町内会）北郷東町内会 

北郷瑞穂町内会 北郷北部町内会 北郷団地自治会 北白石地区民生委員児童委員協議会 
北白石地区社会福祉協議会 北白石地区福祉のまち推進ｾﾝﾀｰ 北白石地区交通安全実践会  

北白石地区交通安全母の会 白石消防団北白石分団 札幌市赤十字奉仕団北白石分団 

北白石地区青少年育成委員会 北白石体育振興会連絡協議会 北郷小学校 北白石小学校 

川北小学校 菊水小学校 北白石中学校 北郷小学校 PTA 北白石小学校 PTA  

北白石中学校 PTA 北郷明友会 北郷長寿会 瑞穂むつみ会 ゆうゆうクラブ 

北白石地区センター運営委員会 白石警察署少年補導員北白石支部 

 

シリーズ 各団体の活動 
第７回  北白石体育振興会連絡協議会   会長 谷口 忠義 
北白石体育振興会連絡協議会は、北郷、北白

石、川北の各小学校の学校開放事業を利用して

いるスポーツ団体で、今年で発足３６年を迎え

ております。 
学校開放事業というのは、札幌市が多くの市

民がスポーツを楽しめるようにと、市内の学校

体育館（グランド）を市民のために開放してい

る事業です。 
この開放事業には二通りの方式があり、ひと

つは各サークルが集中管理センターに登録し、

利用したい日時などを申し込むと「○○小学校

が利用できます。」という指示があり、毎週同

じ作業を繰り返しながら、その都度違う学校を

転々と移動して利用するというものです。 
それに対して私たちが利用している方式は、

「自主管理方式」と言って、地域のスポーツサ

ークルが体育振興会をつくり札幌市との契約

を交わし、年間を通じて自らが運営管理を行っ

ていく方式です。   
編集企画：北白石まちネット広報ワーキング  協力：北白石まちづくりセンター  

４ 

この自主管理方式は、何といっても近くの地

元の学校を年間自由に利用できるというメリ

ットがある反面、学校側との連絡調整、施設の

安全管理など責任のある管理を行っていかな

ければなりません。そのため、各スポーツサー

クルから役員を選任してもらい、毎月１回の定

例理事会を開くなど、お互いに協力をしあいな

がら運営に当たっております。 
また、札幌市との契約の中に、各サークルの

会員のみの利用に止まらず、地域の方がたに広

くスポーツを愛好してもらい、健康都市づくり

に寄与することが求められております。 
当体育振興会連絡協議会では、すでに２０年

ほど前から、日曜日にどなたでも自由に体育館

で汗を流してもらえるようにということで、

「ファミリー開放」の事業を続けております。 
また北白石地区センターの事業にも協力し、

会員自ら競技のレベルを高めるとともに、多く

の方々にスポーツを楽しんでいただくことと

並行して、北白石まちネットへの加入を通し、

子ども達の見守り等、地域の安全･安心なまち

づくり事業へも携わっております。 


